
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】強化繊維と樹脂とから成る複合材料で成形され

た「Ｉ」字型又は「Ｔ」字型等の桁材を、スキンに取り

付けたときに、該桁材と該スキンとのジョイント部に形

成される楔型の隙間に充填するためのコーナーフィーラ

ーを製造する方法を提供する。

【解決手段】前記の隙間に充填するためのコーナーフィ

ーラーを、以下の流れで製造する。

（１）前記ジョイント部の楔型の隙間の体積Ｖ〔ｃｍ３

〕を算出する。

（２）該隙間の体積に基づき必要繊維量Ｙ〔ｇ〕を算出

する。

（３）該必要繊維量Ｙ〔ｇ〕から組糸の使用量Ｙ１ 〔ｇ

〕とコア材の使用量Ｙ２ 〔ｇ〕とを算出する。

（４）該コア材に該組糸を巻回していき紐状のコーナー

フィーラーを成形する。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 料 で 成 形 さ れ る 桁 材 を 、 ス キ ン に 取 り 付 け た と き に 、 該
桁 材 と 該 ス キ ン と の ジ ョ イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 隙 間 に 充 填 す る た め の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー
で あ っ て 、
前 記 ジ ョ イ ン ト 部 の 隙 間 の 体 積 を 算 出 し 、 該 隙 間 の 体 積 に 基 づ き 必 要 繊 維 量 を 算 出 し て 、
該 必 要 繊 維 量 か ら 組 糸 の 使 用 量 と コ ア 材 の 使 用 量 と を 算 出 し 、 該 コ ア 材 に 該 組 糸 を 組 ん で
い き 紐 状 に 成 形 し た こ と を 特 徴 と す る コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 、 前 記 桁 材 と 前 記 ス キ ン と か ら 成 る 構 造 体 の ジ ョ
イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 隙 間 の 形 状 に 合 わ せ て 変 形 し て 充 填 し た こ と を 特 徴 と す る コ ー ナ ー
フ ィ ー ラ ー を 充 填 し た 構 造 体 。
【 請 求 項 ３ 】
強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 料 で 成 形 さ れ る 桁 材 を 、 ス キ ン に 取 り 付 け た と き に 、 該
桁 材 と 該 ス キ ン と の ジ ョ イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 隙 間 に 充 填 す る た め の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー
を 、 以 下 の 手 順 で 製 造 す る こ と を 特 徴 と す る コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー の 製 造 方 法 。
（ １ ） 前 記 ジ ョ イ ン ト 部 の 隙 間 の 体 積 を 算 出 す る 。
（ ２ ） 該 隙 間 の 体 積 に 基 づ き 必 要 繊 維 量 を 算 出 す る 。
（ ３ ） 該 必 要 繊 維 量 か ら 組 糸 の 使 用 量 と コ ア 材 の 使 用 量 と を 算 出 す る 。
（ ４ ） 該 コ ア 材 に 該 組 糸 を 組 ん で い き 紐 状 の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 成 形 す る 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 組 糸 の 組 角 度 を 前 記 コ ア 材 の 軸 芯 方 向 に 対 し て ４ ５ 度 以 下 と す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ に 記 載 の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 で 成 形 さ れ た 「 Ｉ 」 字 型 又 は 「 Ｔ 」 字 型 等 の
桁 材 を 、 ス キ ン に 取 り 付 け た と き に 、 該 桁 材 と 該 ス キ ン と の ジ ョ イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 楔
型 の 隙 間 に 充 填 す る た め の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
Ｇ Ｆ Ｒ Ｐ （ ガ ラ ス 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ） 、 Ｃ Ｆ Ｒ Ｐ （ カ ー ボ ン 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ）
、 Ｂ Ｆ Ｒ Ｐ （ ボ ロ ン 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ） な ど の 、 強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 料
は 、 金 属 材 料 に 比 べ て 軽 量 か つ 高 い 比 強 度 ・ 比 剛 性 を 持 つ た め 、 航 空 機 、 鉄 道 車 輌 、 建 築
資 材 等 に 広 く 用 い ら れ て い る 。
航 空 機 の 翼 な ど の よ う に 曲 げ や 捻 り を 受 け る 構 造 体 で は 、 該 構 造 体 の 外 板 に 剛 性 を 高 く し
座 屈 荷 重 を 大 き く す る た め に 、 「 Ｉ 」 字 型 、 「 Ｔ 」 字 型 、 「 Π 」 字 型 等 の 様 々 な 断 面 形 状
を 持 っ た 複 合 材 製 の 桁 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 例 え ば 、 航 空 機 の ス キ ン （ 例 え ば 、 翼 ） ２ に は 、 「 Ｉ 」 字 型 の 桁 材 ３
が 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の 「 Ｉ 」 字 型 の 桁 材 ３ は 一 対 の 「 コ 」 字 型 の ピ ー ス ３ Ａ ・ ３ Ａ
か ら 成 り 、 該 ピ ー ス ３ Ａ ・ ３ Ａ の 垂 直 部 分 ３ ｃ ・ ３ ｃ を 接 合 し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 「
コ 」 字 型 の ピ ー ス ３ Ａ は 、 Ｕ Ｄ 材 、 ク ロ ス 材 、 プ レ プ リ グ シ ー ト 材 を 幾 層 に も 積 層 し て 成
形 さ れ て お り 、 こ の 種 の 複 合 材 よ り な る 「 コ 」 字 型 の ピ ー ス ３ Ａ の 内 部 組 織 構 造 は 、 製 造
上 の 理 由 か ら 、 上 下 の 水 平 部 分 ３ ｂ ・ ３ ｂ と 、 該 水 平 部 分 ３ ｂ ・ ３ ｂ を 接 続 す る 垂 直 部 分
３ ｃ と が 直 交 す る コ ー ナ ー 部 ３ ｄ で 、 垂 直 部 分 ３ ｃ の 積 層 部 材 が 水 平 方 向 に 曲 が っ て 水 平
部 材 ３ ｂ と 積 層 さ れ る た め 、 該 コ ー ナ ー 部 ３ ｄ は Ｒ 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 っ て 、 ピ ー ス ３ Ａ ・ ３ Ａ の 垂 直 部 分 ３ ｃ ・ ３ ｃ を 接 合 す る と と も に 、 下 方 の 水 平 部 分 ３
ｂ ・ ３ ｂ を ス キ ン ２ に 接 合 し た と き に 、 該 ピ ー ス ３ Ａ ・ ３ Ａ の 下 方 の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ ・ ３
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ｄ と ス キ ン ２ と の 間 で 囲 わ れ る 部 分 に 楔 型 の 隙 間 ４ が 生 じ る 。 こ の 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と の
ジ ョ イ ン ト 部 に は 、 非 常 に 大 き な テ ン シ ョ ン が 作 用 し た 場 合 、 こ の 楔 型 の 隙 間 ４ か ら 剥 離
、 傷 等 が 発 生 す る 可 能 性 が 高 い 。 そ こ で 、 こ れ に 耐 え る た め 、 こ の 部 分 の 補 強 対 策 が 必 要
で あ る 。 具 体 的 な 補 強 対 策 と し て 、 こ の ジ ョ イ ン ト 部 内 に 生 ず る 楔 型 の 隙 間 ４ に 、 繊 維 束
を 挿 入 し た り 、 あ る い は 、 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク よ り な る イ ン サ ー ト ピ ー ス を 挿 入 し た り
し て 、 こ れ を 接 着 お よ び ま た は 縫 着 に よ っ て 「 Ｉ 」 字 型 桁 材 ３ を 構 成 す る 部 材 （ 水 平 部 材
３ ｂ 及 び 垂 直 部 材 ３ ｃ ） に 堅 固 に 取 り 付 け て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
前 者 の 方 法 で は 、 こ の 隙 間 ４ に 、 繊 維 束 を １ 本 ず つ 挿 入 し て い き 、 該 繊 維 束 を 並 べ て 該 隙
間 ４ を 埋 め 、 ジ ョ イ ン ト 部 の 補 強 を 行 っ て い た 。
一 方 、 後 者 の 方 法 で は 、 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ で 開 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 隙 間 ４ に
、 該 隙 間 ４ と 同 形 状 の イ ン サ ー ト ピ ー ス を 挿 入 し て 、 該 イ ン サ ー ト ピ ー ス を 桁 材 を 構 成 す
る 部 材 （ 水 平 部 材 及 び 垂 直 部 材 ） に 取 り 付 け て い た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
米 国 特 許 第 ４ ３ ３ １ ７ ２ ３ 号 明 細 書
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 公 平 ７ － ９ ０ ６ ０ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
し か し な が ら 、 前 者 の 方 法 で は 、 ス キ ン ２ と 桁 材 ３ と の 間 に で き る 隙 間 ４ に 、 繊 維 束 を １
本 ず つ 挿 入 し て 並 べ て い く た め に 手 間 隙 が か か り 、 作 業 効 率 が あ ま り 良 く な い 。
一 方 、 後 者 の 方 法 で は 、 ス キ ン ２ と 桁 材 ３ と の 間 に で き る 隙 間 ４ に 、 該 隙 間 ４ と 同 形 状 の
イ ン サ ー ト ピ ー ス を 挿 入 す る こ と で 、 該 隙 間 ４ を 埋 め る こ と が で き る が 、 該 イ ン サ ー ト ピ
ー ス の 形 状 は 複 雑 で 、 そ の 製 造 工 程 も 多 く 、 コ ス ト 的 に は あ ま り 有 利 と は 言 え な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ こ で 、 本 発 明 で は 、 こ れ ら の 点 を 鑑 み 、 ス キ ン ２ と 桁 材 ３ と の 間 に で き る 隙 間 ４ に 充 填
す る 該 隙 間 ４ の 形 状 に 合 わ せ て 変 形 容 易 な コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 提 供 す る と と も に 、 該 コ
ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 製 造 す る 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 解 決 し よ う と す る 課 題 は 以 上 の 如 く で あ り 、 こ の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 は 、
次 に 示 す と お り で あ る 。
ま ず 、 請 求 項 １ に 記 載 の よ う に 、 強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 料 で 成 形 さ れ る 桁 材 を
、 ス キ ン に 取 り 付 け た と き に 、 該 桁 材 と 該 ス キ ン と の ジ ョ イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 隙 間 に 充
填 す る た め の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー で あ っ て 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 部 の 隙 間 の 体 積 を 算 出 し 、 該
隙 間 の 体 積 に 基 づ き 必 要 繊 維 量 を 算 出 し て 、 該 必 要 繊 維 量 か ら 組 糸 の 使 用 量 と コ ア 材 の 使
用 量 と を 算 出 し 、 該 コ ア 材 に 該 組 糸 を 組 ん で い き 紐 状 に 成 形 し た こ と を 特 徴 と す る コ ー ナ
ー フ ィ ー ラ ー 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の よ う に 、 請 求 項 １ に 記 載 の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 、 前 記 桁 材 と 前
記 ス キ ン と か ら 成 る 構 造 体 の ジ ョ イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 隙 間 の 形 状 に 合 わ せ て 変 形 し て 充
填 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 請 求 項 ３ に 記 載 の よ う に 、 強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 料 で 成 形 さ れ る 桁 材
を 、 ス キ ン に 取 り 付 け た と き に 、 該 桁 材 と 該 ス キ ン と の ジ ョ イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 隙 間 に
充 填 す る た め の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 、 以 下 の 手 順 で 製 造 す る 。
（ １ ） 前 記 ジ ョ イ ン ト 部 の 楔 型 の 隙 間 の 体 積 を 算 出 す る 。
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（ ２ ） 該 隙 間 の 体 積 に 基 づ き 必 要 繊 維 量 を 算 出 す る 。
（ ３ ） 該 必 要 繊 維 量 か ら 組 糸 の 使 用 量 と コ ア 材 の 使 用 量 と を 算 出 す る 。
（ ４ ） 該 コ ア 材 に 該 組 糸 を 組 ん で い き 紐 状 の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 成 形 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 前 記 組 糸 の 組 角 度 を 前 記 コ ア 材 の 軸 芯 方 向 に 対 し て ４ ５
度 以 下 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
Ｇ Ｆ Ｒ Ｐ （ ガ ラ ス 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ） 、 Ｃ Ｆ Ｒ Ｐ （ カ ー ボ ン 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ）
、 Ｂ Ｆ Ｒ Ｐ （ ボ ロ ン 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク ） な ど の 、 強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 料
は 、 金 属 材 料 に 比 べ て 軽 量 か つ 高 い 比 強 度 ・ 比 剛 性 を 持 つ た め 、 航 空 機 、 鉄 道 車 輌 、 建 築
資 材 等 に 広 く 用 い ら れ て い る 。
航 空 機 の 翼 な ど の よ う に 曲 げ や 捻 り を 受 け る 構 造 体 で は 、 該 構 造 体 の 外 板 に 剛 性 を 高 く し
座 屈 荷 重 を 大 き く す る た め に 、 「 Ｉ 」 字 型 、 「 Ｔ 」 字 型 、 「 Π 」 字 型 等 の 様 々 な 断 面 形 状
を 持 っ た 複 合 材 製 の 桁 材 が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 航 空 機 等 の ス キ ン （ 例 え ば 、 翼 ） ２ に 取 り 付 け ら れ た 「 Ｉ 」 字 型 の 桁 材 ３ を 示 し
、 該 ス キ ン ２ と 該 桁 材 ３ と は 複 合 材 料 で 成 形 さ れ て い る 。
「 Ｉ 」 字 型 の 桁 材 ３ は 、 一 対 の 「 コ 」 字 型 の ピ ー ス ３ Ａ ・ ３ Ａ か ら 成 り 、 該 ピ ー ス ３ Ａ ・
３ Ａ の 垂 直 部 分 ３ ｃ ・ ３ ｃ を 接 合 し て 形 成 さ れ て お り 、 該 「 コ 」 字 型 の ピ ー ス ３ Ａ は 、 Ｕ
Ｄ 材 、 ク ロ ス 材 、 プ レ プ リ グ シ ー ト 材 を 幾 層 に も 積 層 し て 成 形 さ れ て い る 。 こ の 種 の 複 合
材 よ り な る 「 コ 」 字 型 の ピ ー ス ３ Ａ の 内 部 組 織 構 造 は 、 製 造 上 の 理 由 か ら 、 上 下 の 水 平 部
分 ３ ｂ ・ ３ ｂ と 、 該 水 平 部 分 ３ ｂ ・ ３ ｂ を 接 続 す る 垂 直 部 分 ３ ｃ と が 直 交 す る コ ー ナ ー 部
３ ｄ で 、 垂 直 部 分 ３ ｃ の 積 層 部 材 が 水 平 方 向 に 曲 が っ て 水 平 部 材 ３ ｂ と 積 層 さ れ る た め 、
該 コ ー ナ ー 部 ３ ｄ は Ｒ 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
従 っ て 、 ピ ー ス ３ Ａ ・ ３ Ａ の 垂 直 部 分 ３ ｃ ・ ３ ｃ を 接 合 す る と と も に 、 下 方 の 水 平 部 分 ３
ｂ ・ ３ ｂ を ス キ ン ２ に 接 合 し た と き に 、 該 ピ ー ス ３ Ａ ・ ３ Ａ の 下 方 の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ ・ ３
ｄ と ス キ ン ２ と の 間 で 囲 わ れ る 部 分 に 楔 型 の 隙 間 ４ が 生 じ る 。 こ の 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と の
ジ ョ イ ン ト 部 に は 、 非 常 に 大 き な テ ン シ ョ ン が 作 用 し た 場 合 、 こ の 楔 型 の 隙 間 ４ か ら 剥 離
、 傷 等 が 発 生 す る 可 能 性 が 高 い 。 そ こ で 、 こ れ に 耐 え る た め 、 こ の 部 分 の 補 強 対 策 が 必 要
で あ り 、 本 発 明 で は 、 こ の ジ ョ イ ン ト 部 内 に 生 ず る 楔 型 の 隙 間 ４ に 、 図 ２ に 示 す よ う な 、
紐 状 の 部 材 で あ る コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 充 填 し て 、 補 強 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 製 造 方 法 に つ い て 図 ３ に 示 す 流 れ 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。
ま ず 、 作 業 者 は 、 桁 材 ３ に お け る ピ ー ス ３ Ａ の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 内 側 （ 反 隙 間 ４ 側 ） の 極
率 半 径 Ｒ ｉ ｎ と 該 ピ ー ス ３ Ａ の 厚 み ｔ と を 求 め （ 図 ４ 参 照 ） 、 該 極 率 半 径 Ｒ ｉ ｎ 〔 ｃ ｍ 〕
と 該 厚 み ｔ 〔 ｃ ｍ 〕 と に よ り 該 コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 外 側 （ 隙 間 ４ 側 ） の 極 率 半 径 Ｒ ｏ ｕ ｔ 〔
ｃ ｍ 〕 を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 ピ ー ス ３ Ａ の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 外 側 （ 隙 間 ４ 側 ） の 極 率 半 径 Ｒ ｏ ｕ ｔ
〔 ｃ ｍ 〕 は 下 記 （ １ ） 式 で 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
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次 に 、 ピ ー ス ３ Ａ の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 外 側 の 極 率 半 径 Ｒ ｏ ｕ ｔ 〔 ｃ ｍ 〕 に よ り 、 該 コ ー ナ
ー 部 ３ ｄ ・ ３ ｄ と ス キ ン ２ と の 間 で 囲 わ れ る 楔 型 の 隙 間 ４ 部 分 の 断 面 積 Ｓ 〔 ｃ ｍ ２ 〕 を 算
出 し 、 該 ピ ー ス ３ Ａ の 奥 行 方 向 の 長 さ （ 図 ４ に お い て は 、 紙 面 に 直 交 す る 方 向 ） を ｗ 〔 ｃ
ｍ 〕 と す る と 、 該 断 面 積 Ｓ 〔 ｃ ｍ ２ 〕 と 該 奥 行 方 向 長 さ ｗ 〔 ｃ ｍ 〕 と に よ り 、 該 隙 間 ４ 部
分 の 体 積 Ｖ 〔 ｃ ｍ ３ 〕 を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
こ の 隙 間 ４ 部 分 の 断 面 積 Ｓ 〔 ｃ ｍ ２ 〕 は 下 記 （ ２ ） 式 で 求 め る こ と が で き 、 隙 間 ４ 部 分 の
体 積 Ｖ 〔 ｃ ｍ ３ 〕 は 下 記 （ ３ ） 式 で 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 隙 間 ４ 部 分 の 体 積 Ｖ 〔 ｃ ｍ ３ 〕 よ り 繊 維 体 積 割 合 Ｖ ｆ 〔 ％ 〕 を 桁 材 ３ の 繊 維 体 積 割 合
と 同 等 に し て 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 組 成 す る の に 必 要 な 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 を 算 出 す る （
ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 こ の 繊 維 体 積 割 合 と は 、 強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 料 に お け る 強
化 繊 維 の 体 積 分 率 を い う 。
強 化 繊 維 の 繊 維 密 度 を ｄ 〔 ｇ ／ ｃ ｍ ３ 〕 と す る と 、 こ の 繊 維 体 積 割 合 Ｖ ｆ 〔 ％ 〕 は 下 記 の
（ ４ ） 式 で 表 す こ と が で き 、 こ れ に よ り 必 要 な 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 は 下 記 の （ ５ ） 式 で 求 め る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ５ ） 式 に よ り 必 要 な 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 が 算 出 さ れ る と 、 該 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 か ら 組 糸 １ ２ ・
１ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 Ｙ １ 〔 ｇ 〕 と コ ア 材 １ １ の 使 用 量 Ｙ ２ 〔 ｇ 〕 と を 算 出 す る （ ス テ ッ プ
Ｓ ４ ） 。
こ の 必 要 な 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 と 強 化 繊 維 か ら 成 る 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 Ｙ １ 〔 ｇ 〕
と 、 複 数 本 の 強 化 繊 維 製 の 糸 条 を 束 ね た コ ア 材 １ １ の 使 用 量 Ｙ ２ 〔 ｇ 〕 と の 関 係 式 は 下 記
の （ ６ ） 式 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ６ 】
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こ の と き 、 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 は 、 該 使 用 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 に 基 づ く 組 糸 １
２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 本 数 が 該 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ で コ ア 材 １ １ を 巻 回 し た と き に 、 コ ア 材
１ １ が ば ら け な い 適 切 な 本 数 と す る と と も に 、 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 組 角 度 θ に つ い て
も 適 切 な 角 度 と し て 、 コ ア 材 １ １ が ば ら け な い よ う に す る 。
図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 組 角 度 θ は 、 コ ア 材 １ １ の 軸 芯 方 向 に 対
す る 角 度 で あ り 、 該 組 角 度 は ４ ５ 度 以 下 と し 、 好 ま し く は １ ０ 度 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
さ ら に 詳 述 す る と 、 こ の 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 組 角 度 θ が 小 さ く 、 組 本 数 が 少 な す ぎ る
と 、 該 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ と 該 コ ア 材 １ １ と で 組 成 し た コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 組 み が
疎 に な り 、 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー ４ を 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と の 間 の 隙 間 ４ に 挿 入 し よ う と す
る と き に 、 該 隙 間 ４ の 形 状 に 合 わ せ て 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー ４ を 変 形 さ せ 易 い が 、 該 コ ア
材 １ １ が ば ら け る 可 能 性 が 高 く 、 フ ィ ー ラ ー コ ー ナ ー １ の 取 り 扱 い が 困 難 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 逆 に 、 こ の 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 組 角 度 θ が 大 き く 、 組 本 数 が 多 す ぎ る と 、 該 組
糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ と 該 コ ア 材 １ １ と で 組 成 し た コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 組 み が 密 に な り
、 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー ４ を 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と の 間 の 隙 間 ４ に 挿 入 す る と き 、 該 コ ー ナ
ー フ ィ ー ラ ー ４ は 変 形 し 難 く 、 隙 間 ４ の 形 状 に 馴 染 ま せ 難 く な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
以 上 の よ う な 理 由 か ら 、 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 本 数 は 適 切 な 本 数 と す る と と も に 、 組 角
度 θ も 適 切 な 角 度 と し て や り 、 こ の 適 切 な 本 数 の 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ で 適 切 な 組 角 度 θ
で コ ア 材 １ １ に 巻 回 し て い き 、 紐 状 の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 成 形 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ）
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
こ の よ う に 成 形 さ れ た コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ は 、 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と か ら 成 る 構 造 体 の ジ
ョ イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 隙 間 ４ に 容 易 に 挿 入 で き る と と も に 、 該 隙 間 ４ の 形 状 に 合 わ せ て
し な や か に 変 形 さ せ る こ と が で き 、 該 隙 間 ４ に フ ィ ッ ト さ せ て 充 填 さ せ る こ と が で き る （
図 ６ 参 照 ） 。 そ し て 、 こ の 隙 間 に 挿 入 し た コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ に 硬 化 性 樹 脂 を 含 浸 さ せ
て 、 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と の ジ ョ イ ン ト 部 を 補 強 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 の よ う な 組 角 度 θ 、 組 本 数 で 成 形 さ れ た コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の コ ア 材 １ １ が ば ら け
る こ と な く 、 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ は そ の 半 径 方 向 並 び に 軸 芯 方 向 に 容 易 に 変 形 さ せ る
こ と が で き 、 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と の 隙 間 ４ の 形 状 に 合 わ せ て し な や か に 変 形 さ せ る こ と が
で き る 。 こ の よ う に 、 こ の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ は 隙 間 ４ の 形 状 に 馴 染 み 易 く 、 該 隙 間 ４
に 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 充 填 す る こ と で 、 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と の ジ ョ イ ン ト 部 の 強 度
の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
な お 、 こ の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ と 桁 材 ３ と は 同 じ 成 分 の 複 合 材 料 で 構 成 す る こ と が 望 ま
し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の よ う な 流 れ で 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 製 造 す る も の と す る 。
な お 、 前 記 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 Ｙ １ 〔 ｇ 〕 と コ ア 材 １ １ の 使 用 量 Ｙ ２ 〔 ｇ 〕 と
は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ 等 の 電 子 計 算 機 を 用 い て 算 出 し て も よ く 、 そ の 算 出 結 果 に
基 づ き 自 動 制 御 で コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 製 造 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の 場 合 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 製 造 装 置 が 構 成 さ れ 、 該 コ ー ナ ー
フ ィ ー ラ ー １ の 製 造 装 置 は 、 組 紐 を 組 成 す る ブ レ イ ダ ー ５ と 、 該 ブ レ イ ダ ー ５ を 制 御 す る
制 御 手 段 で あ る パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ と を 備 え 、 該 ブ レ イ ダ ー ５ と 該 パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ ー ６ と は 制 御 線 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ５ に 、 桁 材 ３ に お け る ピ ー ス ３ Ａ の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 内 側 の
極 率 半 径 Ｒ ｉ ｎ と 、 ピ ー ス ３ Ａ の 厚 み ｔ 等 を 入 力 す る こ と で 、 図 ３ に 示 す 流 れ に 沿 っ て 、
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該 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ の ハ ー ド デ ィ ス ク で 、 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 Ｙ １ 〔
ｇ 〕 と コ ア 材 １ １ の 使 用 量 Ｙ ２ 〔 ｇ 〕 と が 演 算 さ れ る と と も に 、 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の
最 適 な 組 本 数 と 最 適 な 組 角 度 θ が 選 定 さ れ て 、 こ れ ら を 情 報 を 含 む デ ー タ が ブ レ イ ダ ー ５
に 出 力 さ れ て 、 該 ブ レ イ ダ ー ５ に よ り コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ が 自 動 的 に 製 造 さ れ る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ブ レ イ ダ ー ５ は 、 円 筒 ま た は 球 体 を 輪 切 り に し た 形 状 の 軌 道 面 ５ １ を 備 え て お り 、 ブ レ イ
ダ ー ５ の 中 心 部 に は 、 複 合 材 製 の 糸 条 を 束 ね た コ ア 材 １ １ が 配 置 さ れ て い る 。 ブ レ イ ダ ー
５ の 軌 道 面 ５ １ に は ２ つ の 交 錯 す る 溝 状 の 環 状 軌 道 ５ ２ ・ ５ ３ が 形 成 さ れ 、 各 環 状 軌 道 ５
２ ・ ５ ３ ・ ５ ２ ・ ５ ３ ・ ・ ・ の 溝 に は 、 多 数 の ボ ビ ン キ ャ リ ア ５ ４ ・ ５ ４ ・ ５ ４ ・ ５ ４ ・
・ ・ が 案 内 さ れ 、 軌 道 ５ ２ ・ ５ ３ の そ れ ぞ れ に 沿 っ て 逆 方 向 に 交 錯 走 行 す る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
そ し て 、 ボ ビ ン キ ャ リ ア ５ ４ が 環 状 軌 道 ５ ２ ・ ５ ３ に 沿 っ て 走 行 す る と と も に 、 ブ レ イ ダ
ー ５ の 中 心 部 の コ ア 材 １ １ に 対 す る 位 置 が 制 御 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 ボ ビ ン キ ャ リ ア ５ ４
と コ ア 材 １ １ の 間 に 渡 さ れ た 多 数 の 複 合 材 製 の 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ が コ ア 材 １ １ の ま わ
り に 交 錯 旋 回 す る こ と に よ り 、 ブ レ イ デ ィ ン グ が 行 わ れ て コ ア 材 １ １ 上 に ブ レ イ デ ィ ン グ
層 が 組 成 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 の よ う に 構 成 し た の で 、 次 に 示 す よ う な 効 果 を 奏 す る 。
ま ず 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を コ ア 材 を 組 糸 で 巻 回 し て 成 形 し
た こ と で 、 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 桁 材 と ス キ ン と の 間 の 隙 間 に 挿 入 す る と き に 、 コ ア 材
が ば ら け る こ と な く 、 該 隙 間 の 形 状 に 合 わ せ て し な や か に 変 形 さ せ る こ と が で き る よ う に
な っ て い る 。 こ の た め 、 こ の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー は 隙 間 の 形 状 に 馴 染 み 易 く 、 該 隙 間 に 該
コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 充 填 す る こ と で 、 桁 材 と ス キ ン と の ジ ョ イ ン ト 部 の 強 度 の 向 上 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 桁 材 と ス キ ン と か ら 成 る 構 造 体
の ジ ョ イ ン ト 部 に 形 成 さ れ る 隙 間 に 充 填 す る こ と で 、 該 構 造 体 の ジ ョ イ ン ト 部 の 強 度 の 向
上 を 図 る こ と が で き る 。 こ の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー は 、 桁 材 と ス キ ン と の 間 の 隙 間 に 挿 入 す
る と き に 、 コ ア 材 が ば ら け る こ と な く 、 該 隙 間 の 形 状 に 合 わ せ て し な や か に 変 形 さ せ る こ
と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 こ の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー は 隙 間 の 形 状 に 馴 染 み
易 く 、 該 隙 間 に 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 容 易 に 充 填 す る こ と で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
そ し て 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 桁 材 と ス キ ン と の ジ ョ イ ン ト 部 を 補 強 す る コ ー ナ ー
フ ィ ー ラ ー を 安 価 に 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の コ ア 材 を 組 糸 で 巻 回 し て 組 成 し た コ ー ナ
ー フ ィ ー ラ ー は 、 桁 材 と ス キ ン と の 間 の 隙 間 に 挿 入 す る と き に 、 コ ア 材 が ば ら け る こ と な
く 、 該 隙 間 の 形 状 に 合 わ せ て し な や か に 変 形 さ せ る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ の
た め 、 こ の コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー は 隙 間 の 形 状 に 馴 染 み 易 く 、 該 隙 間 に 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ
ー を 充 填 す る こ と で 、 桁 材 と ス キ ン と の ジ ョ イ ン ト 部 の 強 度 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の よ う に 、 前 記 組 糸 の 組 角 度 を 前 記 コ ア 材 の 軸 芯 方 向 に 対 し て ４ ５
度 以 下 と す る こ と で 、 ば ら け る こ と な く 隙 間 の 形 状 に 馴 染 み 易 い コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 製
造 す る こ と が で き る 。
補 足 す る と 、 組 糸 の 組 角 度 が 小 さ く 、 組 本 数 が 少 な す ぎ る と 、 該 組 糸 と 該 コ ア 材 と で 組 成
し た コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー の 組 み が 疎 に な り 、 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 桁 材 と ス キ ン と の 間
の 隙 間 に 挿 入 し よ う と す る と き に 、 該 隙 間 の 形 状 に 合 わ せ て 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 変 形
さ せ 易 い が 、 該 フ ィ ー ラ ー コ ー ナ ー が ば ら け て し ま う 可 能 性 が 高 く 、 該 フ ィ ー ラ ー コ ー ナ
ー の 取 り 扱 い が 困 難 と な る 。
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逆 に 、 こ の 組 糸 の 組 角 度 が 大 き く 、 組 本 数 が 多 す ぎ る と 、 該 組 糸 と 該 コ ア 材 と で 組 成 し た
コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー の 組 み が 密 に な り 、 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー を 桁 材 と ス キ ン と の 間 の 隙
間 に 挿 入 す る と き 、 該 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー は 変 形 し 難 く 、 隙 間 ４ の 形 状 に 馴 染 ま せ 難 く な
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ス キ ン ２ に 取 り 付 け た 桁 材 ３ の 正 面 図 。
【 図 ２ 】 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 側 面 断 面 図 。
【 図 ３ 】 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 流 れ 図 。
【 図 ４ 】 ス キ ン ２ に 取 り 付 け た 桁 材 ３ の 正 面 図 。
【 図 ５ 】 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 側 面 図 。
【 図 ６ 】 桁 材 ３ と ス キ ン ２ と の 間 の 隙 間 ４ に コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 充 填 し た 状 態 の 図 。
【 図 ７ 】 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 製 造 装 置 を 説 明 す る 概 略 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー
２ 　 　 ス キ ン
３ 　 　 桁 材
３ Ａ 　 ピ ー ス
３ ｂ 　 水 平 部 分
３ ｃ 　 垂 直 部 分
３ ｄ 　 コ ー ナ ー 部
４ 　 　 隙 間
５ 　 　 ブ レ イ ダ ー
１ １ 　 　 コ ア 材
１ ２ 　 　 組 糸
ｄ 　 　 繊 維 密 度
Ｒ ｉ ｎ 　 コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 内 側 の 極 率 半 径
Ｒ ｏ ｕ ｔ 　 コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 外 側 の 極 率 半 径
ｔ 　 　 ピ ー ス ３ Ａ の 厚 み
Ｖ 　 　 隙 間 ４ の 体 積
Ｖ ｆ 　 　 繊 維 体 積 割 合
Ｙ 　 　 必 要 繊 維 量
Ｙ １ 　 　 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量
Ｙ ２ 　 　 コ ア 材 １ １ の 使 用 量
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 6月 11日 (2003.6.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
次 に 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ の 製 造 方 法 に つ い て 図 ３ に 示 す 流 れ 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。
ま ず 、 作 業 者 は 、 桁 材 ３ に お け る ピ ー ス ３ Ａ の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 内 側 （ 反 隙 間 ４ 側 ） の

と 該 ピ ー ス ３ Ａ の 厚 み ｔ と を 求 め （ 図 ４ 参 照 ） 、 該 〔 ｃ ｍ 〕
と 該 厚 み ｔ 〔 ｃ ｍ 〕 と に よ り 該 コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 外 側 （ 隙 間 ４ 側 ） の 〔
ｃ ｍ 〕 を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。
本 実 施 の 形 態 で は 、 ピ ー ス ３ Ａ の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 外 側 （ 隙 間 ４ 側 ） の
〔 ｃ ｍ 〕 は 下 記 （ １ ） 式 で 求 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 ピ ー ス ３ Ａ の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 外 側 の 〔 ｃ ｍ 〕 に よ り 、 該 コ ー ナ
ー 部 ３ ｄ ・ ３ ｄ と ス キ ン ２ と の 間 で 囲 わ れ る 楔 型 の 隙 間 ４ 部 分 の 断 面 積 Ｓ 〔 〕 を 算
出 し 、 該 ピ ー ス ３ Ａ の 奥 行 方 向 の 長 さ （ 図 ４ に お い て は 、 紙 面 に 直 交 す る 方 向 ） を ｗ 〔 ｃ
ｍ 〕 と す る と 、 該 断 面 積 Ｓ 〔 〕 と 該 奥 行 方 向 長 さ ｗ 〔 ｃ ｍ 〕 と に よ り 、 該 隙 間 ４ 部
分 の 体 積 Ｖ 〔 〕 を 算 出 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
こ の 隙 間 ４ 部 分 の 断 面 積 Ｓ 〔 〕 は 下 記 （ ２ ） 式 で 求 め る こ と が で き 、 隙 間 ４ 部 分 の
体 積 Ｖ 〔 〕 は 下 記 （ ３ ） 式 で 求 め る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の 隙 間 ４ 部 分 の 体 積 Ｖ 〔 〕 よ り 繊 維 体 積 割 合 〔 ％ 〕 を 桁 材 ３ の 繊 維 体 積 割 合
と 同 等 に し て 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 組 成 す る の に 必 要 な 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 を 算 出 す る （
ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 こ の 繊 維 体 積 割 合 と は 、 強 化 繊 維 と 樹 脂 と か ら 成 る 複 合 材 料 に お け る 強
化 繊 維 の 体 積 分 率 を い う 。
強 化 繊 維 の 繊 維 密 度 を ｄ 〔 ｇ ／ 〕 と す る と 、 こ の 繊 維 体 積 割 合 Ｖ 〔 ％ 〕 は 下 記 の
（ ４ ） 式 で 表 す こ と が で き 、 こ れ に よ り 必 要 な 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 は 下 記 の （ ５ ） 式 で 求 め る
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ５ ） 式 に よ り 必 要 な 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 が 算 出 さ れ る と 、 該 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 か ら 組 糸 １ ２ ・
１ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 〔 ｇ 〕 と コ ア 材 １ １ の 使 用 量 〔 ｇ 〕 と を 算 出 す る （ ス テ ッ プ
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Ｓ ４ ） 。
こ の 必 要 な 繊 維 量 Ｙ 〔 ｇ 〕 と 強 化 繊 維 か ら 成 る 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 〔 ｇ 〕
と 、 複 数 本 の 強 化 繊 維 製 の 糸 条 を 束 ね た コ ア 材 １ １ の 使 用 量 〔 ｇ 〕 と の 関 係 式 は 下 記
の （ ６ ） 式 と な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 の よ う な 流 れ で 、 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 製 造 す る も の と す る 。
な お 、 前 記 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 〔 ｇ 〕 と コ ア 材 １ １ の 使 用 量 〔 ｇ 〕 と
は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ 等 の 電 子 計 算 機 を 用 い て 算 出 し て も よ く 、 そ の 算 出 結 果 に
基 づ き 自 動 制 御 で コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ を 製 造 す る よ う に し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ５ に 、 桁 材 ３ に お け る ピ ー ス ３ Ａ の コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 内 側 の

と 、 ピ ー ス ３ Ａ の 厚 み ｔ 等 を 入 力 す る こ と で 、 図 ３ に 示 す 流 れ に 沿 っ て 、
該 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ ６ の ハ ー ド デ ィ ス ク で 、 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量 〔
ｇ 〕 と コ ア 材 １ １ の 使 用 量 〔 ｇ 〕 と が 演 算 さ れ る と と も に 、 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の
最 適 な 組 本 数 と 最 適 な 組 角 度 θ が 選 定 さ れ て 、 こ れ ら を 情 報 を 含 む デ ー タ が ブ レ イ ダ ー ５
に 出 力 さ れ て 、 該 ブ レ イ ダ ー ５ に よ り コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー １ が 自 動 的 に 製 造 さ れ る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 コ ー ナ ー フ ィ ー ラ ー
２ 　 　 ス キ ン
３ 　 　 桁 材
３ Ａ 　 ピ ー ス
３ ｂ 　 水 平 部 分
３ ｃ 　 垂 直 部 分
３ ｄ 　 コ ー ナ ー 部
４ 　 　 隙 間
５ 　 　 ブ レ イ ダ ー
１ １ 　 　 コ ア 材
１ ２ 　 　 組 糸
ｄ 　 　 繊 維 密 度

　 コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 内 側 の
コ ー ナ ー 部 ３ ｄ の 外 側 の 径

ｔ 　 　 ピ ー ス ３ Ａ の 厚 み
Ｖ 　 　 隙 間 ４ の 体 積

　 繊 維 体 積 割 合

(11) JP 2004-338465 A 2004.12.2

Ｙ １

Ｙ ２

Ｙ １ Ｙ ２

曲 率 半 径 Ｒ ｉ ｎ

Ｙ １

Ｙ ２

Ｒ ｉ ｎ 曲 率 半 径
Ｒ ｏ ｕ ｔ 曲 率 半

Ｖ ｆ



Ｙ 　 　 必 要 繊 維 量
　 　 組 糸 １ ２ ・ １ ２ ・ ・ ・ の 使 用 量
　 　 コ ア 材 １ １ の 使 用 量

(12) JP 2004-338465 A 2004.12.2

Ｙ １

Ｙ ２
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